
羽村市小中一貫教育基本計画（案）と羽村市小中一貫教育基本計画対照表 
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第１章 計画の策定にあたって 

Ⅰ 計画の目的 

この計画は、教育基本法や学校教育法に規定された義務教育の目的・目標の実現、様々な教育課題の解

決、子供の心身の発達の早期化などに対応するため、小学校と中学校の効果的・効率的な接続や教員が一

体となった指導体制の充実を図るなど、義務教育９年間を通じた小中一貫教育を実現することを目的とす

る。 

第１章 計画の策定にあたって 

Ⅰ 計画の目的 

この計画は、教育基本法や学校教育法に規定された義務教育の目的・目標の実現、様々な教育課題の解

決、子供の心身の発達の早期化などに対応するため、小学校と中学校の効果的・効率的な接続や教員が一

体となった指導体制の充実を図るなど、義務教育９年間を通じた小中一貫教育を充実させることを目的と

する。 

Ⅱ 計画の性格 

１ この計画は、羽村市全体の小中一貫教育の実現を図るための基本的な考え方や施策を示した。 

Ⅱ 計画の性格 

１ この計画は、羽村市全体の小中一貫教育の充実を図るための基本的な考え方や施策を示した。 

第２章 小中一貫教育の取組の成果と課題 

Ⅰ 取組の成果と課題 

平成２１年度に策定した羽村市小中一貫教育基本計画に基づき、平成２３年度より施設隣接型、平成２

４年度より施設分離型として実施してきた。 

 

第２章 小中一貫教育の取組の成果と課題 

Ⅰ 取組の成果と課題 

平成２１年度に策定した羽村市小中一貫教育基本計画に基づき、平成２３年度より施設隣接型、平成２

４年度より施設分離型として実施してきた。当時、学習意欲の低下、生活習慣や学習習慣の未確立、いじ

めや不登校などの問題行動、規範意識や体力の低下などが大きな課題となっており、学力においても平成

19 年度の東京都の学力向上を図るための調査では、小・中学校とも都平均を下回る結果であった。 

また、不登校については、特に中学校が東京都の出現率を上回っている状況にあった。 

このような状況から、小中一貫教育基本計画を策定し、取り組み始め５年が経過するところであるが、

義務教育９年間の継続した、きめ細かな指導を積み重ねたことで、小中学校が様々な取組を通じてつなが

り、中１ギャップの解消、学力の向上、いじめや不登校の減尐に一定の成果が現れ始めた。 

１主な取組 

（４）羽村市小中一貫教育基本カリキュラムによる系統的な指導 

① カリキュラムの重点化 

② 小学校 1年生からの英語教育の充実等 

 

１主な取組 

（４）羽村市小中一貫教育基本カリキュラムによる系統的な指導 

① カリキュラムの重点化 

② 小学校 1年生からの英語教育の充実等 

③ 羽村学・人間学・親学の実施 

２主な成果と課題 

（１）中学校１年生の不安の解消（＊「中１ギャップ」の解消） 

 

 

 

 

２主な成果と課題 

（１）中学校１年生の不安の解消（＊「中１ギャップ」の解消） 

（１）中学校１年生の不安の解消（＊「中１ギャップ」の解消） 

≪成果≫ 

・小中一貫教育の基本計画が策定された平成２１年度から比べると中学校の 

不登校率は、減尐傾向が見えた。 

 

（１）中学校１年生の不安の解消（＊「中１ギャップ」の解消） 

≪成果≫ 

・小中一貫教育の基本計画が策定された平成２１年度から比べると中学校の 

不登校率は、全体として減尐傾向が見えた。【図１】 

＊ 中１ギャップとは、新しく学ぶ教科や教科担任制による教員の指導体制など、小学校とは違う
新たな中学校生活において生じる心理的な不安のことをいう。 

＊ 中１ギャップとは、新しく学ぶ教科や教科担任制による教員の指導体制など、小学校とは違う
新たな中学校生活において生じる心理的な不安のことをいう。この心理的な不安が不登校等の問
題行動につながっていく傾向がある。 
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（１）中学校１年生の不安の解消（＊「中１ギャップ」の解消） 

≪成果≫ 

 

（１）中学校１年生の不安の解消（＊「中１ギャップ」の解消） 

≪成果≫ 

・中学１年生の不登校出現率の経年変化についても減尐傾向にある。【図２】 

 

（１）中学校１年生の不安の解消（＊「中１ギャップ」の解消） 

≪成果≫ 

・不登校の減尐とともに、小学生の時に不登校経験のなかった中学１年生の生徒が、新たに不登校になる

ケースは、３年間連続で０件となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜課題＞ 

・小学校の教員が中学校との接続期にあたる時期（４月～７月）に行う交流授業などは、教科の拡大や方

法の可能性を広げる工夫が必要である。（回数や教科の増加、時間の調整） 

 

（１）中学校１年生の不安の解消（＊「中１ギャップ」の解消） 

≪成果≫ 

・不登校の減尐とともに、小学生の時に不登校経験のなかった中学１年生の生徒が、新たに不登校になる

ケースは、２年間連続で０件となった。【図３】※記載誤りにより年数訂正。 

 

＜課題＞ 

・小学校の教員が中学校との接続期にあたる時期（４月～７月）に行う交流授業などは、教科の拡大や方

法の可能性を広げる工夫が必要である。（回数や教科の増加、時間の調整） 

・小学生の時に不登校経験のなかった中学１年生の生徒が、新たに不登校になるケースが、一時は２年間

連続で０件となったが、平成２６年度に再び現れているため、今後、更なる原因の分析と対応が必要であ

る。【図３】 
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（２）学力の向上 

≪成果≫ 

・カリキュラム上の重点化を図ってきた特定の教科（中学校英語）において、 

一定の上昇成果が見られた。 

（「東京都 児童・生徒の学力向上を図るための調査」結果より） 

 

（２）学力の向上 

≪成果≫ 

・カリキュラム上の重点化を図ってきた特定の教科（中学校英語）において、 

一定の上昇成果が見られた。【図４】 

 

（２）学力の向上 

≪成果≫ 

 

（２）学力の向上 

≪成果≫ 

・平成２３年度に小学５年生であった児童の平均正答率については、全教科、東京都平均正答率平を下回

っていたが、平成２６年度に中学２年生になり、数学を除き東京都平均正答率を上回る結果となった。【図

５】 

 

（２）学力の向上 

≪成果≫ 

 

 

 

 

 

（２）学力の向上 

≪成果≫ 

・平成２３年度は５教科のすべて（中学２年生）が東京都平均正答率を下回っていたが、平成２６年度に

は数学を除く教科において東京都の平均正答率を上回った。数学においても平均正答率の差が縮まった。

【図６】※数値に誤りがあったため、正しい数値によりグラフ再作成。 

（「東京都 児童・生徒の学力向上を図るための調査」結果より） 
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（２）学力の向上 

≪課題≫ 

・全体的には、学力調査の結果においては、まだ課題が見られる。 

（２）学力の向上 

≪課題≫ 

・全体的には、学力調査の結果においては、まだ課題が見られる。特に小学校について原因の分析が必要

である。 

（３）いじめや不登校の減尐 

≪成果≫ 

・不登校については、「中学校１年生の不安解消」と同様の傾向が見られた。 

・小学校と中学校の教員が頻繁に顔を合わせるため、小学校との情報共有や生活指導上の指導内容を統一

化できた。 

・いじめについては、いじめの解消率が増加した。（「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する

調査」（文部科学省実施）による） 

（３）いじめや不登校の減尐 

≪成果≫ 

・不登校については、「中学校１年生の不安解消」と同様の傾向が見られた。【図１】 

・小学校と中学校の教員が頻繁に顔を合わせるため、小学校との情報共有や生活指導上の指導内容を統一

化できた。 

・いじめについては、いじめの解消率が増加した。【図７】（「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に

関する調査」（文部科学省実施）による） 

（４）個性や能力の一層の向上・豊かな人間性や社会性の育成 

≪成果≫ 

・小中一貫教育の取組により、小学校と中学校の連携、校区ごとでの小・中学校一体となった取組、校区

内の小学校と小学校の連携と活動の幅が豊かになった。 

 

（４）個性や能力の一層の向上・豊かな人間性や社会性の育成 

≪成果≫ 

・小中一貫教育の取組により、小学校と中学校の連携、校区ごとでの小・中学校一体となった取組、校区

内の小学校と小学校の連携と活動の幅が豊かになった。 

・すべての児童・生徒が学習指導要領の内容に加え、羽村市独自の特色あるカリキュラム（羽村学・人間

学）を横断的、系統的に学ぶことができ、豊かな人間性を育むことができた。 

・親学（家庭教育講座）では、中学校区ごとで実施した家庭教育セミナーや各校の取組を合わせて、取り

組んできた。保護者と学校が協力し、児童・生徒を育てていくために必要なことを知ったり、考えたりす

ることができたことにより、児童・生徒の教育を支える環境づくりが進んだ。 

第３章 今後の目標と取組内容 

Ⅰ 中学校１年生の不安の解消（「中 1ギャップ」の解消） 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 今後の目標と取組内容 

Ⅰ 中学校１年生の不安の解消（「中 1ギャップ」の解消） 

 

Ⅱ 学力の向上 

 

 

 

 

Ⅱ 学力の向上 

 

 

 

 

※数値に誤りがあったため訂正。 

 

目標指標： 
①中学校生徒による小学校学校行事への参加 
②中学校部活動へ小学校児童（６年生）の参加 
③小学校児童会（複数校）と中学校生徒会との交流 
④「算数・数学科」「外国語活動・外国語（英語）」における乗り入れ授業の実施 
（年６回以上） 

⑤「算数・数学科」「外国語活動・外国語（英語）」における交流授業（出前授業）の実施 
（年６回以上） 

 

目標指標： 
①中学校生徒による小学校学校行事への参加 
②中学校部活動へ小学校児童（６年生）の参加 
③小学校児童会（複数校）と中学校生徒会との交流 
④「算数・数学科」「外国語活動・外国語（英語）」における乗り入れ授業の実施 
（年６回以上 各小学校２回以上） 

⑤「算数・数学科」「外国語活動・外国語（英語）」以外の教科における交流授業（出前授業）の実
施        

 

目標指標： 
①小学校における一部教科等担任制の導入 
②東京都「児童・生徒の学力向上を図るための調査」（中学校２年生実施）の都平均正答率への到達（１
００％超）（Ｈ２６年度現在、対都差平均正答率「数学」：９７．８％達成） 

 

目標指標： 
①小学校における一部教科等担任制の導入 
②東京都「児童・生徒の学力向上を図るための調査」（中学校２年生実施）の都平均正答率への到達（１
００％超）（Ｈ２６年度現在、対都差平均正答率「数学」：９８．５％達成） 
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Ⅲ いじめや不登校の減尐 

 

 

 

 

 

Ⅲ いじめや不登校の減尐 

 

 

 

 

 

 

目標指標： 

①不登校児童・生徒出現率 前年度を下回る （都出現率への到達） 

②いじめ未解消件数の前年度比改善 

 

目標指標： 

①不登校児童・生徒出現率 前年度を下回る （都出現率を下回る） 

②いじめ未解消件数の前年度比改善 

 


